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１.研究課題名 

日本語表記：宮崎県内食鳥処理場における食鳥と体のカンピロバクター汚染調査 
英語表記：Investigation of Campylobacter contamination at poultry processing plants
 in Miyazaki Prefecture 

２.研究期間  令和 5年 4月 1日 ～ 令和 6年 3月 31日 
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氏   名 機関・所属部署名 職 名 

西村 幸江 宮崎県都農食肉衛生検査所 衛生管理担当主幹 

石川 幸治 

 

宮崎県都城食肉衛生検査所 衛生管理担当主幹 

今村 亜樹子 宮崎県高崎食肉衛生検査所 衛生管理担当副主幹 

中尾 敏章 宮崎県小林食肉衛生検査所 衛生管理担当副主幹 

内山 浩子 宮崎県日向食肉衛生検査所 衛生管理担当主幹 

谷口 喬子 宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター 特任助教 

４．研究目的 

厚生労働省通知「と畜検査員及び食鳥検査員による外部検証の実施について」（令和 2 年 5 月 28 日

付け生食発 0528 第 1 号）により、食鳥検査員は、管轄する施設の食鳥と体について、一般生菌数、腸

内細菌科菌群数、カンピロバクターの定量試験を行うことが求められている。しかし、検査項目のカ

ンピロバクター属菌の定量試験は、任意とされていることから、県内の食肉衛生検査所において、そ

の実施は統一されていない。県内 5 ヶ所すべての食肉衛生検査所が管轄する食鳥処理場の食鳥と体の

カンピロバクターの汚染状況を定量的にモニタリングし、汚染低減対策を講じることは、国内有数の

食鳥肉生産県にとって重要な課題である。そこで令和 3 年度より、煩雑な定量検査法である MPN (Most 
Probable Number)法に代わり、宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター（CADIC）に導入された自動生

菌数測定装置「TEMPO」を用いて、宮崎県内の大規模食鳥処理場の食鳥と体のカンピロバクター汚染

状況を令和 3 年度から 2 年間調査を実施した。今年度は、継続して各処理場のカンピロバクター汚染

状況の調査を実施するとともに、これまで蓄積したデータを用いて、効果的なカンピロバクター汚染

低減対策を検討するための委員会を立ち上げ、カンピロバクターの汚染源となる処理工程や汚染低減

につながる重要管理点を検討することを目的とした。 
 

５．研究内容・成果 

【カンピロバクター汚染状況の調査】 
宮崎県内の 5 つの食肉衛生検査所がそれぞれ所管する 9 カ所の大規模食鳥処理場において、同一農

場から搬入された 5 羽のと体首皮（または胸皮）を集めて 1 検体（25g）とし、5 検体を採材した。こ

れらにリン酸緩衝食塩水 225ml を加え、1 分間ストマッキングを行ったストマッキング液約 50ml を、

密閉チューブに入れ、宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター（CADIC）へ冷蔵郵送した。到着後、

サンプルと培養液を混合、自動生菌数測定装置（TEMPO）用検出カードに分注し、42℃、48 時間微好

気培養した。培養後、TEMPO で解析することにより、カンピロバクターの MPN（Most Probable Number）
を測定した。また 4 カ所の大規模食鳥処理場については、と体首皮を採材した同農場の盲腸内容物 5
検体も採材し、CADIC へ冷蔵輸送した。盲腸内容物は、リン酸緩衝食塩水で段階希釈し、mCCDA 培



 

地に直接塗布後、培養することにより、カンピロバクターを定量測定した。 
 令和 5 年 4 月～12 月にかけて採材されたと体首皮 405 検体は、113 検体（27.9％）からカンピロバ

クター属菌が検出され、平均菌数は 279.8±885.0 cfu/g であった。そのうち 85 検体（75.2％）が

Campylobacter jejuni であり、29 検体（25.7％）が Campylobacter coli であった。1 検体については、C. 
jejini、C. coli の両方が検出された。 

また同一農場のと体首皮と盲腸内容物の検出率を比較

した場合、処理場 A、C においては、と体首皮と盲腸内容

物の検出率がほぼ同等であったのに対し、処理場 B、D に

おいては、と体首皮の検出率は盲腸内容物の半分以下で

あった（図 1）。処理場 B、D においては、搬入鶏群の盲

腸内容物に汚染があった場合でも、処理場における処理

過程で、と体への汚染防止、もしくは殺菌処理が効果的に

実施されている可能性が示唆された。今後は、さらに、盲

腸内容物を採材する処理場を増やし、データを蓄積する

とともに、カンピロバクター汚染検出率が高い処理場で

の汚染源の解析と衛生管理の不備、汚染検出率が低い処

理場での効果的な衛生対策等を解析する。 
 

【検討委員会の実施】 
 食鳥処理場を所管する県内 5 カ所すべての食肉衛生検査所に所属する衛生管理担当者および

CADIC 検査担当者で、検討委員会を 2 回実施した。委員会では、各処理場の処理工程の衛生管理状況

と、これまで蓄積した汚染データを比較解析し、カンピロバクターの汚染源となる処理工程や汚染低

減につながる重要管理点について検討した。その結果、食鳥処理場のどの工程でカンピロバクターに

よる汚染が起こるのかを精査するため、これまで蓄積した汚染データに加え、各処理工程におけるカ

ンピロバクター汚染状況の追加調査が必要であるとの結論に至った。そこで、さらに各処理場の食鳥

検査員を含めた検討委員会を追加開催し、令和 6 年 1 月～3 月の 3 カ月間、採材可能な処理場におい

てのみ、各処理工程（中抜き前、中抜き後、チラー前、チラー後等）の採材を行い、カンピロバクタ

ー汚染調査を実施することとなった。3 月末には、これらの調査データを加え、再度検討委員会を実

施する予定である。 
 

６．成果となる論文・学会発表等 

（※参考となる資料を添付してください。） 

 

 

 

 

 

※必要に応じて、枠を広げて記載してください。 


